
行田市避難訓練・一斉避難所開設訓練     資料２ 

事前準備（日ごろからの備え）  【一例】 

市民（家族） 自治会・自主防災組織 

□倒れやすい家具はないか 

□災害用備蓄品はそろっているか 

□非常用持出袋は用意しているか 

□いざという時の家族との連絡先・集合場所等の共

有はできているか 

□近所同士で日ごろからあいさつをしているか 

□地域で、自主防災組織の資器材がどこにあるか確

認しているか 

□災害発生時、地域の災害対策本部はどこになるか

確認しているか 

□地域で、要支援者（高齢者、障がい者など）はあ

る程度把握しているか 

【１１月２８日（土）避難訓練当日】 

時刻 市民（家族） 自治会・自主防災組織 

8：20 震度６強の地震発生！！ 

 身の安全を確保 シェイクアウト（体を低く、頭を守り、動かない） 

（揺れが収まったら・・・・） 

8：20～ □家族の安否確認、建物の安全確認 

□火の元確認、ブレーカー確認 

□倒れた家具よりも身の安全の確保を 

※「市民」の動きと同様 

8：30 災害対策本部設置（市危機管理課） 

～9：00 

□非常持ち出し袋（貴重品、常備薬、非常食

等）をもって安全を確認しながら屋外へ出

る 

□安全な場所へ移動 

□近隣住民へ手分けし、声掛けの開始 

（特に要支援者・高齢者） 

□地域の安全な場所へ移動 

□地域の被害状況の初期確認 

※市の指定避難所の開設まで安全な場所で待機 

9：00 ➣ 防災行政無線放送（LINE、メール）  「避難所を開設しました」 

9：00～ □市の指定避難所へ向けて移動 

□危険箇所（水路の橋、ブロック塀等）を確認しながら避難所へ移動、 

□声掛け等安否確認の実施（ペット同行避難も可） 

 

 

□避難所に到着・受付 

（LINE、避難者カード） 

 

 

 

□避難所に到着・受付 

（LINE、避難者カード） 

□市民の受付のサポート 

～11：00 

□資機材の確認 

（ダンボールベッド・ファミリールーム等） 

□ペット避難スペースの確認 

 

※受付を確認したら終了です。資器材を確認したあと、安全を確認しながらご帰宅ください。 

 

11：00 （順次解散）訓練終了 

 


